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大脳皮質 の 発達途上で 体性知覚野（SmD

の 第 4層 形成期に 一
致 して

一
過性に セ ロ

トニ ン （5HT）線 維の集中的投射が起 こ る

こ と を見 出 した 。 今回は同領域の 5HT 終

末発達 と皮質標的細胞 の形態分化 を電子

顕 微鏡 で 観 察 した 。生後 2日、3 日、6

日の ウ ィ ス タ ー系 ラ ッ トを用い た 。 嬬パ

ラホ ル ム ア ル デ ヒ ド（FA）、　 O．5％グル タル

ア ル デ ヒ ド（GLの 、O．2％ピク リ ン 酸 （PA）

溶液 で 灌流固定 し、脳を4％FA 、 0．2即 A瀞

液 で 後固定 した 。 沈洛後、ビブ ラ トーム

切片 を 5HT免疫染色 した 。 そ の後 、オ ス

ミウ ム 周定 し 、 電子顯 微鏡用包埋 を行な

っ た 。 皮質板 に 侵入 する5HT 陽性線維は 、

密 接 する夫分化 な皮質細胞間隙に 板状構

造 を作 る が 、特 別な接着構造はみ られ な

い 。 皮質板下層 に 移勤 した細胞で は、細

胞 質の 突 出部 に 、5HT 陽性の 終末様脹 ら

み が 接 着 し、接着部の 膜間隙は やや拡大

す る 。 さ らに 下 層の 、皮質下板で は 、後

膜
’
下に 細胞 質 の 沈着 の み られ る軸索

一
樹

状突起 シ ナ プ ス を形成する終末が 多数存

在 す る よ うに な る 。

　 目的 ；我 々 は ，5 − HT 神経 の neuroto ）dn

　 5 ，7 − dihydroxytryptamine （5 ， 7− HT ）
”

を ミ ニ ポ ン プ を用 い て ， ラ ッ ト大脳皮質内に

持続 注入 し， 5 − HT 神経 終末の 変性 モ デ

ル の 作製を試み た の で報告す る 。

　方法 ： ウ ィ ス ター雄性 ラ ッ ト （1509 ）を使

用 した 。 背部皮下に 植め こ ん だ浸透圧 ミ ニ ポ

ン プ （Alzet　 2001 ，1μ4／ h）か ら 5，7 − HT （

1− 2mM ）を大脳皮 質内に 7 日間持続注 入 し

た 。 生 食の み を同様 に 注 入 した もの を 対 照 と

した 。 皮質内注入用 の カ ニ
ュ

ー
レ に は 注射針

（Terumo ，27G × 3
／毎）を用い た 。5 ，7 −

HT 注入 の 最終 日 か ら 14 日後に 大脳皮質内

の 5 − HT と 5 − HIAA を ECD 付きの HPLC

で 定量 し尚 5 − HT 神経 終 宋を免疫組織化学

法を用 い て 比較検討 し た 。

　 結 果 ： 1mM の 5 ， 7− HT の 場合 は 5 − HT

は 注入点か ら後方 2mm まで有意に 減少 し， 5
− H 工AA の 有意 の 変 化は なか っ た 。

2mM の

5，7 − HT の 場合は 5 − HT は 注 入点 か ら前

方 に 2彿η 後方 に 3 初徊 まで 、5 − HIAA は 後 方

に 3mm ま で 有意 に 減少 して い た 。 尚 2mM の

5，7 − HT を 注 入 した 場 合 5− HT 含有 神経

終末の 著 明な減少が注入点 の 前方 2mm後方 3

笳π に わ た っ て 観察 され た 。
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